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論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
本論文は有限群Gとその部分群Hから自然に定義される完備離散付値環R上のHecke環SR(H)のブロックに
ついての研究及び群Gを対称群をとしたときSR(H)のp‐ブロック構造の研究から生じたSpecht加群の既約成
分に関する研究成果をまとめたものである。 
１章での準備の後、２章では主結果の一つとして、Hがp'-群の場合のSR(H)のブロック直交関係の証明とG
の各ブロックのSR(H)-ブロックへの分割の個数に関する評価式が論じられている。３章と６章においては、対
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称群あるいは交代群におけるSR(H)-ブロックの具体例が論じられている。 
一方、対称群のモジュラー表現における最近の注目すべき方向の一つとして、Young diagramの変形として
得られるbranchという概念による研究手段がある。Jantzen‐Schaperの定理の直接の帰結として、与えられ
たSpecht加群の任意の既約成分はbranchを作る操作を何回か繰り返したのち得られることが分かる。これに
関して、Tsushimaはp‐regularなYoung diagramに対応するSpecht加群においては、ただ一回のbranch操
作によって得られる既約成分が存在することを証明した（2001）がその証明はかなり複雑であった。６章にお
いて、この結果の見通しの良い別証明を与え、同時にその証明の副産物として、対応するYoung diagramが(p-1)
‐regularというやや強い条件のもとで、Specht加群の既約成分の状況に関してより深い結果を得ている。 
以上のように本論文で得られたこれらの結果は有限群のモジュラー表現の研究に寄与するところが大きく、
博士（理学）の学位を授与するに値するものと審査した。 
